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１
５
年
版
へ
の
移
行
に
向
け
て
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七
年
ぶ
り
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
改

訂
が
あ
り
、
当
社
で
も
規
格
要
求
事

項
に
沿
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
を
昨

年
九
月
よ
り
進
め
、
二
〇
一
五
年
版

に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定

し
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は「
統
合
化
」

に
よ
り
、
規
格
構
成
上
で
全
て
の
規

格
が
共
通
化
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

も
う
一
つ
は
「
汎
用
化
」
で
す
。
今

ま
で
は
製
造
業
が
中
心
だ
っ
た
も
の

が
、
ど
の
業
種
で
も
使
い
や
す
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
改
訂
版
に
お
い
て
は
、
全

て
の
項
目
を
見
直
し
、再
構
成
さ
せ
、

今
ま
で
八
章
だ
っ
た
も
の
を
、
十
章

に
増
や
し
共
通
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。大
き
な
改
訂
内
容
に
つ
い
て
は
、

経
営
者
の
関
与
に
つ
い
て
、
よ
り
強

く
関
わ
る
事
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

一
月
一
日
よ
り
二
〇
一
五
年
版
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
伴
い
新
規
格
の
内
容
を

全
社
員
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
為
、
外

部
よ
り
講
師
を
招
き
、
三
日
間
に

亘
っ
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
回
目
と
二
回
目
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
五
年
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
点

に
つ
い
て
の
解
説
を
中
心
に

実
施
し
ま
し
た
。
第
三
回
目

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
版

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し
て
、

内
部
品
質
監
査
を
部
門
毎
に

班
編
成
を
行
い
、
実
践
形
式

で
内
部
監
査
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
監
査
を
受
け
る
側

だ
っ
た
者
が
、
立
場
を
替
え
、
最
初
は

戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
大
変
有
意
義

な
体
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
版
で
の
内
部
品
質

監
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
回
の

内
部
品
質
監
査
で
、
内
部
監
査
リ
ー

ダ
ー
を
選
出
す
る
に
あ
た
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
教
育
で
体
験
し
た
経
験
を
生
か

し
、
ま
た
新
し
い
風
を
呼
び
込
む
為

に
も
、
新
リ
ー
ダ
ー
を
三
名
起
用
し

実
施
し
ま
し
た
。

六
月
に
は
、
Ｊ
Ｑ
Ａ
に
よ
る

二
〇
一
五
年
版
へ
の
移
行
審
査
が
控

え
て
い
ま
す
。
無
事
移
行
出
来
る
事

を
願
い
、
ま
た
、
二
〇
一
五
年
版
が

全
社
員
に
早
く
浸
透
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活

動
が
今
ま
で
以
上
に
活
性
化
さ
れ
て

い
く
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。



え
に
、
今
年
は
今
の
時
期
で
も
雨
が
多

い
た
め
か
、
青
々
と
し
た
草
が
全
体
に

生
育
し
て
い
て
結
構
な
量
と
な
り
ま
し

た
。
以
前
植
樹
し
た
桜
の
木
も
だ
い
ぶ

風
格
を
ま
と
い
、
今
後
も
成
長
が
楽
し

み
で
す
。
作
業
と
し
て
は
二
時
間
ほ
ど

で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
多
少
の

疲
労
感
は
あ
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
の

皆
様
一
同
、
新
緑
に
負
け
な
い
く
ら
い

清
々
し
い
笑
顔
で
終
わ
れ
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
掛
川
浜
岡
線
沿

い
は
い
ろ
い
ろ
な
方
の
目
に
つ
く
道
路

で
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
綺
麗
に
整
備

を
行
っ
て
、

季
節
の
花
々

の
植
え
つ
け

も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
周
辺
の
野
山

や
平
地
で
も
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い

て
い
ま
す
が
、
雑
草
も
元
気
よ
く
伸
び

始
め
て
き
た
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度

一
回
目
の
作
業
を
四
月
二
十
二
日
に
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
休
日
で
し
た
が
、

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
計

画
し
て
い
た
作
業
も
無
事
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
内
容
と
し
て

は
、指
定
区
域
の
草
刈
り
及
び
草
取
り
、

種
植
え
等
を
行
い
ま
し
た
。
暖
か
い
う

た
。津

波
対
策
と
し
て
、
金
庫
は
防
水
仕

様
で
、
緊
急
避
難
用
に
屋
上
に
避
難
出

来
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
と
、
掛
川
信

用
金
庫
理
事
長
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。当

社
は
Ｊ
Ｖ
の
代
表
と
し
て
建
設
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
九
月

十
三
日
に
起
工
式
を
執
り
行
い
、
約

七
ヶ
月
間
の
工
事
期
間
を
経
て
完
成
し

ま
し
た
。
現
在
の
店
舗
の
解
体
、車
庫
、

駐
車
場
、
立
て
看
板
の
設
置
と
ま
だ
工

事
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
共
同
企
業
体

と
し
て
、完
成
引
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
中
旬
の
オ
ー
プ
ン
の
後
か
ら
ま

た
工
事
を
始
め
ま
す
が
、
店
舗
新
築
工

事
に
引
き
続
き
、
安
全
第
一
で
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。	
（
Ｓ
・
Ｏ
）

四
月
十
七
日
に
、
現
在
の
店
舗
南
側

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
掛
川
信
用
金
庫
浜

岡
支
店
の
竣
工
式
及
び
、
披
露
の
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
列
席
の
中
、
神
事
が
執
り
行

わ
れ
、
金
庫
開
き

の
儀
と
し
ま
し
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
に
は
、

御
前
崎
市
長
を
は

じ
め
、
掛
川
信
用

金
庫
の
関
係
の
皆

様
の
参
加
に
よ

り
、
披
露
の
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し

（2）

掛
川
信
用
金
庫

浜
岡
支
店
竣
工
式



（3）

に
移
し
、
五
十
ヵ
町
余
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
、

百
七
十
を
超
え
る
町
が
参
加
し
、
夜
の
御

殿
屋
台
の
引
き
回
し
に
は
八
十
を
超
え
る

町
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
御
殿
屋
台
に
つ

い
て
で
す
が
、
私
が
住
む
葵
西
の
御
殿
屋

台
を
例
に
ご
紹
介
す
る
と
、
二
層
式
腰
高

御
殿
屋
台
と
い
う
形
式
で
、
屋
台
本
体

の
製
作
費
六
千
五
百
五
十
万
円
、
屋
台
先

導
車
百
三
十
五
万
円
、
発
電
機
・
照
明
等

二
百
三
十
七
万
円
、屋
台
小
屋
千
百
万
円
、

総
合
計
で
八
千
二
十
二
万
円
の
費
用
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
正
面
か
ら
御
殿
屋
台
を

見
る
と
、
左
側
に
桃
太
郎
、
右
側
に
花
咲

爺
、
欄
干
に
は
干
支
十
二
支
の
彫
り
物
が

施
し
て
あ
り
ま
す
。
初
子
の
誕
生
を
町
内

み
ん
な
で
お
祝
い
す
る
浜
松
ま
つ
り
は
、

五
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
方
は

是
非
お
越
し
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
桜
が

遅
咲
き
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て
い

る
今
、
浜
松
城
公
園
の
桜
が
見
事
な
桜
吹

雪
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
桜
は
満
開

の
見
事
さ
、
さ
っ
と
咲
い
て
さ
っ
と
散
る

潔
さ
、
短
命
で
あ
る
こ
と
の
儚
さ
、
散
っ

た
後
の
新
緑
の
新
鮮
さ
等
、
古
く
か
ら
日

本
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
武

士
道
精
神
の
象
徴
と
し
て
例
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
私
自
身
も
桜
を
見

習
い
、
武
士
道
精
神
に
則
っ
て
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
浜
松
市
に
住
ん
で
お
り
、

桜
の
時
期
が
終
わ
り
を
迎
え
る
と
、
こ
こ

浜
松
で
は
五
月
三
日
か
ら
五
日
の
三
日
間

行
わ
れ
る
浜
松
ま
つ
り
の
準
備
で
市
内
に

活
気
が
出
て
き
ま
す
。
今
回
は
こ
の
浜
松

ま
つ
り
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

浜
松
ま
つ
り
は
、
寺
社
仏
閣
の
例
祭
と

は
関
係
の
な
い
「
市
民
の
ま
つ
り
」
で
あ

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
浜
松
ま
つ

り
の
始
ま
り
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、

一
説
に
よ
る
と
今
か
ら
お
よ
そ
四
百
五
十

余
年
前
の
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
年
か
ら

一
五
六
九
年
）
に
、
当
時
の
浜
松
を
治
め

て
い
た
引
間
城
主
の
長
男
の
誕
生
を
祝
っ

て
城
中
高
く
凧
を
揚
げ
た
こ
と
が
凧
揚
げ

の
起
源
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
相

良
・
横
須
賀
・
袋
井
等
多
く
の
凧
が
あ
り

ま
す
が
、
浜
松
は
特
に
盛
ん
で
、
浜
松
藩

に
は
二
十
四
ヵ
町
の
職
人
の
町
が
あ
り
、

伝
馬
町
・
塩
町
・
鍛
冶
町
・
元
魚
町
・
田

町
・
連
尺
町
・
大
工
町
・
紺
屋
町
・
肴

町
・
旅
籠
町
・
板
屋
町
等
の
町
が
凧
揚

げ
の
中
心
を
担
う
町
に
な
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

凧
揚
げ
は
、
明
治
に
入
っ
て
さ
ら
に
活

気
を
帯
び
て
き
ま
す
。
今
で
は
浜
松
ま
つ

り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
初
凧
・
凧

合
戦
が
本
格
化
し
た
の
が
明
治
二
十
年
頃

で
、
長
男
が
生
ま
れ
た
ら
そ
の
子
の
成
長

を
願
っ
て
凧
を
揚
げ
る
風
習
は
、
遠
州
地

方
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

歴
史
を
重
ね
る
中
、
各
町
あ
ち
ら
こ
ち
ら

の
広
場
で
行
っ
て
い
た
凧
揚
げ
を
一
ヵ
所

に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

大
正
八
年
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま

る
直
前
ま
で
、
現
在
の
和
地
山
公
園
で
勇

壮
な
凧
揚
げ
合
戦
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
を
迎

え
、
復
興
へ
の
足
ど
り
を
刻
み
は
じ
め
た

昭
和
二
十
三
年
、
凧
揚
げ
会
場
を
中
田
島

日
本
規
格
研
究
所
㈱

　
　

鈴
木
兄
一

幸
せ
に
生
き
る

今日は何の日？五
月
二
十
一
日
は
日
本
最
初
の
小
学

校
が
開
校
し
た
日
で
す
。
一
八
六
九
年

（
明
治
二
年
）
の
こ
の
日
、
京
都
市
に

日
本
初
の
小
学
校
「
上
京
第
二
十
七
番

組
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
番
組

小
学
校
と
は
、町
組
会
所
兼
小
学
校
を
、

一
般
に
番
組
小
学
校
と
呼
び
ま
し
た
。

番
組
小
学
校
の
多
く
は
、
地
元
有
志
の

寄
附
や
寺
社
の
敷
地
の
一
部
で
ま
か
な

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
小
学
校
は
、
単

に
教
育
機
関
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
町

会
所
の
役
割
に
加
え
て
、
警
察
や
保
健

所
等
の
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
に
は
約
二
万
校
の
小
学

校
が
あ
り
ま
す
が
、
十
年
前
に
比
べ
て

約
二
千
五
百
校
も
の
小
学
校
が
減
っ
て

い
ま
す
。
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

浜
岡
北
小
学
校
の
通
学
路
に
て
横
断
中

の
児
童
た
ち
の
安
全
を
見

守
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
信
号
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行

者
優
先
を
守
り
、
心
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（4）

行
事
記
録
（
3
27

〜
4
26

）

3
29	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

4
4	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

4
5	

（
一
社
）袋
井
建
設
業
協
会
安
全
祈
願
祭
・
小
國
神
社

	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
役
員
会
・
菊
川

4
6	

社
内
Ｉ
Ｓ
Ｏ
教
育

4
6
～
4
15	

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
7	

平
成
二
十
九
年
度
日
赤
有
功
会
御
前
崎
市
支
会
総
会

4
9	

新
野
左
馬
助
公
献
茶
式

4
13	

社
内
Ｉ
Ｓ
Ｏ
教
育

4
14	

平
成
二
十
九
年
度
経
営
事
項
審
査
説
明
会
・
浜
松

4
17	

掛
川
信
用
金
庫
浜
岡
支
店
新
築
工
事
竣
工
式

4
17
～
4
20	

内
部
品
質
監
査

4
22	

ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

4
22
～
4
23	

御
前
崎
シ
ー
サ
イ
ド
ピ
ク
ニ
ッ
ク

4
25	

平
成
二
十
九
年
度
シ
ー
テ
ッ
ク
浜
岡
協
力
会
総
会

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

4
26	

第
一
回
御
前
崎
市
教
頭
研
修
会
講
師
参
加

行
事
予
定
（
4
27

〜
5
26

）

4
27	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

	

第
一
回
技
士
会
代
議
員
会 

第
一
回
技
術
講
習
会
・
袋
井

4
28	

大
学
生
等
合
同
企
業
説
明
会
・
静
岡

	

職
員
会
総
会

5月安全努力目標
年度安全標語〈みんなで決意　みんなで努力前進させよう職場の安全〉
作業安全

・重機作業足場の安全確保
・現場出入り口での安全確認

交通安全

・交差点での左右確認
環境目標

・	管理車輌の無駄な走行を控えましょう

今
年
の
二
月

よ
り
、
中
途
採

用
で
入
社
さ
せ

て
頂
い
た
大
平

雄
司
で
す
。

前
職
に
お
い

て
、
建
設
業
の
総
務
を
十
六
年
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て

い
く
と
共
に
、
新
た
な
仕
事
に
も
対
応

で
き
る
様
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
ち
早
く
会
社
に
貢
献
で

き
る
様
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総務部
大 平 雄 司

新
入
社
員
紹
介

校校

補補

助助

登登

平
成
二
十
八
年
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

期
間
：
平
成
二
十
八
年

　
　
　

十
月
～
十
二
月
ま
で

交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

　
無
事
故
事
業
所
顕
彰

新
茶
の
時
期
と
な
り
各
地
で
茶
摘
み

や
茶
刈
り
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

さ
て
お
茶
と
い
え
ば
『
夏
も
近
づ
く

八
十
八
夜
…
♪
』
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

八
十
八
夜
と
は

立
春
か
ら
数
え

て
八
十
八
日
目

で
、
だ
い
た
い
五

月
二
日
頃
で
す
。
こ
の
頃
に
は
気
候
も

安
定
し
、
お
茶
の
み
だ
け
で
な
く
い
ろ

い
ろ
な
農
作
業
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

八
十
八
夜
に
摘
み
取
ら
れ
る
お
茶
は
古

来
よ
り
不
老
長
寿
の
縁
起
物
と
し
て
珍

重
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
番
茶
の
茶
葉
に

は
秋
か
ら
春
に
か
け
て
蓄
え
ら
れ
た
栄

養
が
十
分
に
含
ま
れ
て
お
り
、
最
も
香

味
豊
か
な
お
茶
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
す
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
で

簡
単
に
お
茶
は
購
入
で
き
ま
す
が
、
や

は
り
急
須
で
い
れ
た
お
茶
は
香
気
も
味

も
格
段
に
違
い
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て

お
茶
の
味
も
違
う
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

産
地
の
お
茶
を
飲
み
比
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

お
茶
に
つ
い
て


